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１．所属・職・氏名 等 

文学部英文学科・講師・堤博一 

 

２．研究課題（テーマ）名 

人間の言語機能の統語・音韻/意味インターフェース研究 

 

３．研究期間 

2024 年 4 月～2025 年 3 月 

 

４．利用した研究費の種類及び金額 

若手教員研究促進交付金  93,322 円 

 

５．研究の概要 

人間は、音声や文字、手話といった記号を知覚し、その中から自言語の表現を識別し、意

味を付与することができる。また、自らの思考を他者に伝えるために、記号列として外在化

する能力も持つ。統語論は、この過程において、知覚される記号と意味解釈を結びつける役

割を果たし、言語表現が持つ構造の規則性と制約を決定する。本研究では、①統語構造を構

築する心的演算と、それに関わる普遍的・個別言語特有の制約を明らかにし、②統語構造が

意味・音韻解釈にどのように結びつくのかを体系的に説明する方法を提案することを目的と

する。 

 

 

 

 

６．研究成果等 

今年度は、上記の目的に基づき、以下の二つの研究を実施した。 

第一に、Chomsky (2024) による移動のボックス理論の検証を行った。従来の生成文法で

は、基本語順の変形としての派生語順は、移動という統語規則によって導かれるプロセスと

されてきた。一方、ボックス理論では、この従来の見解を改め、構文の変形は統語構造を基

盤としつつ、音韻および意味解釈の段階で適用される後統語的プロセスであると提唱されて

いる。本研究では、従来の移動規則の枠組みで説明されてきた諸現象（A 移動と A-bar 移動

の非対称性、非顕在的移動、再構築効果、束縛現象との相互作用）を、ボックス理論の視点

から再分析することを試みた。本研究の成果は、第 7 節の 1 および 2 で報告した。 

第二に、項構造の言語習得における普遍的制約を、第二言語習得の観点から検討した。自



動詞文は、主語と動詞のみを構成要素とするが、主語の意味役割に応じて二種類の異なる自

動詞に分類される。この分類に対応して、それぞれの自動詞文は異なる統語構造を持つこと

が英語学研究において明らかにされてきた。しかし、この統語構造の違いは直接観察可能な

ものではなく、言語学習者が利用できる学習データには、構造の区別を明示する情報が含ま

れていない。このことから、構造の区別に関する知識は、生得的な普遍文法に由来すると考

えられてきた。普遍文法が母語習得だけでなく第二言語習得においても機能するのかは未解

決の問題であるが、本研究では、日本語を母語とする英語学習者を対象に実験を行い、第二

言語習得においても自動詞の種類を区別するための生得的言語知識が作用していることを

示唆する結果を得た。この成果は、第 7 節の 3 で報告した。 

 

７．研究の実績（論文・発表 等） 

1. 日本英文学会第 96 回大会（於 東北大学 2024 年 2 月 27 日 5 月 4 日）シンポジア

ム「ラベル理論をめぐって」にて「ボックス理論におけるラベルの役割」発表 

2. 慶應言語学コロキアム「ボックス理論にける統辞論および音韻論・意味論とのイン

ターフェース」にて「ボックス理論における転置の解釈」発表 

3. 日本第二言語習得学会秋季研究大会 2024 にて「第二言語習得における UG の寄与：

虚辞挿入エラーから得られる証拠」ポスター発表（宇都宮大学 木村崇是氏と福井大学 廣

川貴朗氏との共同研究） 


